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研究成果の概要（和文）：日本，シンガポール，韓国，台湾，香港等のヘルス・プロモーティング・スクール
（以下ＨＰＳとする）の認証システムを調査し，その結果を基に，ＨＰＳ認証プロセス（仮）を提案した。そし
て，幼稚園，小学校，中学校，特別支援学校　各１校園　全４校園に，健康的な学校づくりを実施しながら，仮
に作成したＨＰＳ認証プロセスを用いて，実際に模擬認証を行った。 その結果，実施した学校園，ＨＰＳメン
バーから様々な意見と検討課題が上がり，その結果，最終的にＨＰＳ認証システムを開発した。

研究成果の概要（英文）：We investigated the certification  system of Health Promoting Schools 
(referred to below as HPS) in Japan, Singapore, South Korea, Hong Kong, and Taiwan. Based on the 
results obtained, we proposed a (provisional) health promotion certification process. Next, we 
implemented a Health Promoting Schools program in four schools: a kindergarten, an elementary 
school, a junior high school and a special needs school, and we used the provisional HPS 
certification process to award certificates to these schools. Subsequently, we received feedback and
 suggestions from the participating schools, and as a result, we were able to develop a 
certification system for HPS.

研究分野： 学校ヘルスプロモーション

キーワード： ヘルス・プロモーティング・スクール　認証システム　アジア　学校　国際版

  １版



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

ヘルス・プロモーティング・スクール（HPS）

とは，「学校の児童・生徒，教職員，保護者，

地域住民，専門家等が連携・協力のもと，身

体，精神・心理，社会的健康な学校づくりを

自ら行い続けることができる学校」であり，

「学校を中核として地域社会や家庭との連

携のもとに包括的にすすめる総合的な健康

づくり」（WHO 1986，衛藤 2005）を行うもの

である。ヘルス・プロモーティング・スクー

ルは，ヨーロッパ，アメリカ等では 1990 年

代から実施され，アジア諸国では，1996 年以

降，中国，香港特別行政区，台湾が，研究者

の主導のもと政策的に開始している。しかし

ながら，諸外国では部分的には効果が上がっ

てはいるものの，HPS の具体的スタンダード

（規準・基準）が部分的で，不十分であり，

さらに実践レベルにおいても，政府のトップ

ダウン式の画一化した方式が多く，十分な効

果を上げているとはいえない。 

 
２．研究の目的 

本研究では，HPS の推進のため，HPS 認証

センター（優れた健康的な学校づくりを行っ

ている学校を HPS として認証する機関）の実

現のため，国際的に用いることができる「HPS

国際版認証システム（優れた健康的な学校づ

くりを行っている学校をHPSとして認証する

基準，方法，プロセスなど）の構築」を目的

とする。 

 
３．研究の方法 

まず，第一に，日本並び諸外国で行ってい

る成果をもとに，国際版認証システム原案の

作成を行う。そのために，日本並びに諸外国

（韓国・香港・シンガポール・台湾等）の認

証システム調査を，インタビュー，質問紙調

査，文献調査で明らかにした。次に，専門家

会議にて国際版認証システム原案の開発を

行う。第二には，日本の幼稚園・小・中・特

別支援学校，各１校園全４校園を対象に，健

康的な学校づくりを行い，同時に認証システ

ムを試行した（模擬認証）。最終的に，HPS 模

擬認証の結果をもとに，専門家会議を行い，

検討の結果，HPS 認証システムを開発した。 

 

 

（１）日本並びに諸外国で行っている成果を

もとに，国際版認証システム原案の作成 

①日本の認証システム調査―健康教育推進

学校表彰校質問紙並びにインタビュー調査

― 

過去 3 年間の健康教育推進学校表彰校約

100 校を対象に質問紙調査を実施した。さら

に，質問紙調査の対象校の中で，インタビュ

ー調査に了解した学校のうち3校を対象にイ

ンタビューを実施した。 

②諸外国（韓国・香港・シンガポール・台湾・

タイ）の認証システム調査  

各国でHPS認証システムを構築しつつある

国の各領域の専門家を対象に，インタビュー

調査並びに文献調査，訪問調査により，諸外

国の HPS 認証システム（HPS 表彰の基準と方

法）を明らかにした。 

③国際版認証システム原案の作成  

上記①②を元に専門家会議にて国際版認

証システム原案の開発を行った。 

 

（２）日本の学校を対象に，健康的な学校づ

くりを行い，同時に模擬認証を試行 

①健康的な学校づくりの実施  

日本の幼稚園・小・中・特別支援学校各１

校園全４校園を対象に，健康的な学校づくり



を実施し，専門家が支援した。 

②同時に健康的な学校づくりを行った学校

を対象に，模擬認証を試行 

日本の健康的な学校づくりを行った幼稚

園・小・中・特別支援学校各１校園を対象に，

開発した認証システム原案（模擬認証）を試

行した。 

③HPS 認証システムの開発 

HPS 認証システムの試行（模擬認証）結果，

並びに実施校からの意見をもとに，専門家会

議を行い，検討の結果，HPS 認証システムの

開発を行った。 

 
４．研究成果 
（１）シンガポール，韓国，台湾，香港，タ
イ，日本の認証システム調査 

各国の認証システムの特徴・長所・短所を

明らかにした。日本のみが最後に応募する表

彰制度で，他国は，当初から HPS に応募する

認証制度であった。その中でも韓国等のよう

に，専門家が途中で支援を行うことが HPS に

とっては効果的であった。また，シンガポー

ル等のように国が先導して行うことは，非常

に重要であった。 

（２）日本の健康教育推進学校表彰校調査 

過去3年間の表彰校を対象にした質問紙調

査では，2 年前に行った一般校の調査と比較

して健康に関する様々な活動が優れていた。

インタビュー調査では，各校は精力的な取り

組みを行っていた。 

（３） HPS 評価票の改訂 

4 学校園にて，HPS 評価票を用いた学校評

価を実施。さらに評価票に対する評価を行っ

た結果，学校種によって様々な違いがあり，

それを HPS 評価票に反映した。 

（４）HPS 国際版認証システムの開発 

 幼稚園・小・中・特別支援学校各１校園に，

健康的な学校づくりを実施しながら，仮に作

成した HPS 認証プロセスを用いて，模擬認証

を行った。その際，認証側にはこれまで HPS

活動を行ってきた千葉大学教育学部HPSプロ

ジェクトメンバーがあたった。HPS 模擬認証

は，以下の「HPS 認証の流れ」の【HPS 認証

希望校どうしの意見交換，発表会】を除いて，

ほぼ同様の流れで実施した。実施及び実施後

に4学校園から様々な意見と検討課題が上が

り，専門家会議を得て，最終的に以下のよう

なHPS認証のプロセスと方法等が開発された。 

①開発された HPS 認証の流れ 

HPS 認証の流れ    審査期間：２年間                         

０

年

目 

 

【①〈事前審査１〉書類の提出とフィードバ

ック】 

・【フォーム１：HPS 認証希望校自己評価チ

ェックシート（事前申請時）】と 

【フォーム２：活動状況調査書①（事前申

請時）】に記入提出する。 

・提出書類に基づいて認証側より作成された

【フォーム３：事前申請書類に対する認証

側からのフィードバックシート】が学校園

側に戻される。それをもとに認証側メンバ

ーと学校園側メンバーが HPS 認証に関す

る意見交換を実施する。 

１

年

目 

【②〈事前審査２〉HPS 認証校 活動状況調

査書② (事前詳細計画)の提出と認証側メン

バーとの意見交換】 

・〈事前審査１〉をもとに【フォーム１：活

動状況調査書①（事前申請時）】を書き直し

【フォーム４：活動状況調査書②（事前詳細

計画）】に記入する。 

・認証側メンバーと学校園側メンバーが取り

組みに関する意見交換を実施する。 

【③HPS 認証希望校どうしの意見交換，発表

会】 

【④HPS に向けた取り組みの推進開始】 

・認証側メンバーと推進の具体策について相

談・検討を行う。 

・課題にそった取り組みを開始する。 

【⑤中間評価】 

・学校園側は【フォーム５：学校園訪問評価

票（中間評価時）】を提出する。認証側メン

バーは学校園を訪問し，学校園側メンバーに



対して取り組みの進捗状況について聞き取

りを行う。 

・認証側メンバーと学校園側メンバーは，

HPS プロジェクトの取り組みに関する意見

交換を行う。 

【⑥中間評価のフィードバック】 

・中間評価に基づいて認証側より作成した

【フォーム６：中間評価の認証側からのフィ

ードバックシート】をもとに，今後の取り組

みついて認証側メンバーと学校園側メンバ

ーは意見交換を実施する。 

【⑦HPS 認証希望校どうしの意見交換，発表

会】 

２

年

目 

【⑧HPS に向けた 2 年目の取り組み】 

【⑨認証側へ承認申請】 

・取り組みにより得られた成果を学校園側は

【フォーム１：自己評価チェックシート（最

終審査時）】に記入するとともに，取り組み

により得られた成果を【フォーム７：活動状

況調査書③（最終審査時）】にまとめ，関連

資料を合わせて認証側へ提出する。 

【⑩最終審査】 

・認証側メンバーは，学校園を訪問し【フォ

ーム８：学校園訪問評価票（最終審査時）】

に従い，【フォーム１：自己評価チェックシ

ート（最終審査時）】ならびに【フォーム７：

活動状況調査書③（最終審査時）】を基に，

各学校園で HPS プロジェクトに取り組んだ

成果の聞き取りを行う。 

・認証側メンバーと学校園側メンバーは，

HPS 認証に関する意見交換を行う。 

・来年度に向けて，認証側から学校園へ【フ

ォーム９：最終審査時の認証側からのフィー

ドバック】を行う。 

【⑪認証】 

・認証側は最終審査を行い，その結果に基づ

き認定されれば【フォーム 10：HPS 認定書

を学校園に授与する。 

【⑫HPS 認証希望校どうしの意見交換，発表

会】 

②開発された HPS 認証プロセスの特徴 

 開発されたHPS認証プロセスの特徴は以下

のとおりである。 

開発された HPS 認証プロセスの特徴  

１．認証と表彰は分ける。今回は，認証プロ

セスを明らかにした。 

日本は，最終的に優れた取り組みをした学

校が表彰をされるが，事前や途中経過では，

何も行わない。他国の多くは，最初に学校が

認証を行いたいかどうかを希望して，最終的

に認証とともに表彰を行う国が多い。しかし，

できれば認証と表彰は，分けたほうがよい。

今回は，事前に希望し，最終的にある程度健

康的な学校づくりに努力した学校を HPS と認

証することとした。どれ位すぐれた取り組み

であるか（例：金銀銅賞）といった表彰のレ

ベル等は別に検討を必要とする。 

２．審査期間：2年＋＠ 

日本を例にとると，申請は前年度の 3 月ま

でに行い，1 年間健康的な学校づくりの取り

組みを行い，年度末の中間評価を経て，次の

2 年目の実践を行う。2 年目の 10 か月目に最

終審査と HPS 認証希望の申請を行い，最終審

査を得て，HPS と認証される。 

３．認証側からのアドバイスやサポートが受

けられる。 

HPS 認証側から，訪問を受けることにより，

専門的なアドバイスやサポートを受けられ

る。しかし，実現化する場合，HPS 認証希望

校が多くなった時にコスト等の問題も生じ

る。 

４．HPS 認証希望校どうしの情報交換・発表

会を実施する。 

開始時，中間時，認定時に，HPS 認証希望

校どうしの情報交換・発表会を実施する。 

５．学校自らが自校を分析できる HPS 自己評

価チェックシート 

すでに開発した HPS 評価票を改訂し，HPS 

自己評価チェックシートとした。 

  



各国で様々に行われていた認証システム

であったが，本研究により，調査対象国の認

証システムの実態，長所，短所が明らかにな

った。今回は，事前に希望し，最終的にある

程度健康的な学校づくりに努力した学校を

HPS と認証することとし，その認証プロセス

を明らかにした。どれ位すぐれた取り組みで

あるか（例：金銀銅賞）といった表彰のレベ

ル等は別に検討を必要とする。また，本 HPS

認証プロセスは今後，諸外国で用いて，さら

に検討を行う必要がある。 
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